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令和 4年度 安芸市教育委員会自己点検・評価報告書 
 

１ 自己点検・評価 

 

大項目 中項目 小項目 実績及び評価 

１ 

教
育
委
員
会
の
活
動 

【
資
料 
Ｐ
４
】 

(1) 教育委員会の会議 

① 
開催状況 

 

○定例会…毎月（計 12回） 

○臨時会…随時 

3 月 2 回（計 2回開催） 

Ｂ 

② 運営上の工夫 
○重要案件（教育行政方針等）は、審 

議資料を事前配布。 
Ｂ 

(2) 教育委員会と事務局との連携 

○毎月の定例委員会で当該月の事業 

報告を行い、意見・感想を聞いて 

いる。また、翌月の事業予定を報 

告し、参加・協力を依頼している。 

Ｂ 

(3) 教育委員の自己研鑽 

○市町村教育委員会連合会研修会 

 10/14 2 名参加 

○県連合会定期総会・研修会 

 2/9 1 名参加 

○地教連研修会 

10/7 2 名参加 

 2/3 4 名参加 

○県新任市町村教育委員・教育長合同研

修会 

  1/13 オンライン会議 

 

Ｂ 

(4) 支援・条件整備 

① 学校訪問・支援 

○学校訪問（小学校 8校・中学校 2校） 

5 月(教育目標・経営方針等) 

○校長会 

4 月・5月・7月・8月・10 月 

12 月・1月・2月（計 8回） 

○臨時校長会 4 月・3月 

○運動会 

○統一参観日 ほか 

Ｂ 

② 所管施設訪問・支援 

○全国書展や同高校生大会の表彰式 

など市主催行事や各学校行事へ積 

極的に参加できたが、公民館など 

社会教育施設の訪問までには至っ 

ていない。 

Ｂ 
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２ 

教
育
委
員
会
が
管
理
・
執
行
す
る
事
務 

【
資
料
Ｐ
１
】 

(1) 教育行政の基本的な方針に関すること 2 月定例委員会で審議 Ｂ 

(2) 
教育委員会規則等の制定または改廃に 

関すること 

（6月） 

○安芸市学童保育所条例の一部を改正す

る条例について 

（8月）  

○安芸市特別職の職員で非常勤のものの

報酬及び費用弁償支給条例の一部を改

正する条例について 

（3月）  

○安芸市立学校における学校運営協議会

の設置等に関する規則について  

○安芸市学校給食費に関する規則につい

て  

○安芸市立小学校及び中学校の施設の開

放に関する規則の一部を改正する規則

について  

○安芸市教育支援委員会規則について

  

Ｂ 

(3) 
学校その他の教育機関の設置及び廃止に 

関すること 
該当なし － 

(4) 
職員の任免その他人事に関すること 

 

（5 月） 

○安芸市教育研究所運営委員の委嘱につ

いて  

○安芸市教育支援センター運営委員会委

員の委嘱について  

○社会科副読本評価問題編集委員の委嘱

について  

○安芸市立歴史民俗資料館運営委員の委

嘱について  

○安芸市文化財保護審議会委員の委嘱に

ついて  

○安芸市伝統的建造物群保存地区保存審

議会委員の委嘱について 

○安芸市社会教育委員及び安芸市公民館

運営審議会委員の委嘱について 

（1月） 

○安芸市いじめ問題対策連絡協議会委

員の委嘱について 

（3月） 

○令和5年度教職員の人事異動について 

○令和5年度教育委員会事務局職員の人

事異動について 

Ｂ 
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２ (5) 

教育予算等の議会の議決を経るべき事件 

の審議について意見の申し出に関するこ 

と   

○当初予算または補正予算を審議し、原

案承認。その後、議会で議決・承認。 

※以下の定例会 

補正予算 5 月・11 月・2月 

 当初予算 2月 

Ｂ 

３ 

管
理
・
執
行
を
教
育
長
に
委
任
す
る
事
務 

(1) 

 

学校教育に関 

すること 

 

① 
基礎学力の定着 

に関する支援 

○到達度把握推進事業 

 ◇総合学力調査 

○放課後等学習支援事業 

 ◇支援員配置 

【資料 P7、P9】 

Ｂ 

② 

児童生徒の安全 

対策、教育環境 

の支援及び整備 

の推進 

 

 

 

○学校図書館環境整備 

 ◇支援員配置（清水ケ丘中学校） 

【資料 P8】 

 

○就学援助 

 ◇給食費・学用品費等 

【資料 P11、P12、P14、P15】 

 

○情報教育整備 

 ◇学習系端末リース料、ネットワーク

保守等 

【資料 P13、P16】 

 

○学校管理 

 ◇学校技能員の配置 

 ◇学校施設の維持管理等 

【資料 P12、P14】 

                  

○教育振興 

 ◇デジタル教科書ライセンス購入等 

【資料 P13、P16】 

 

○中学校建設事業 

 ◇新築工事 

【資料 P15】 

 

○学校保健事務費 

 ◇尿検査・心臓検診等 

【資料 P24】 

 

○学校給食施設管理運営事業 

 ◇調理配送業務委託等 

【資料 P28】 

 

Ａ 
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３ 

管
理
・
執
行
を
教
育
長
に
委
任
す
る
事
務 

(1) 

 

学校教育に関 

すること 

 

③ 

学校、保護者、 

地域との連携強化 

の推進 

 

○安芸市教育の日(統一参観日) 

中止 （参考：Ｒ元 1,081 名） 

○地域学校協働本部事業 

 ◇地域コーディネーター、地域の方に

よる学習支援やボランティア活動、

防災訓練等 

【資料 P9】 

Ｂ 

④ 

指導力向上に関 

する支援 

 

 

○育英事業 

◇奨学資金貸付・図書購入 

【資料 P4】 

 

○教育指導事業 

○ＡＬＴ招致事業 

【資料 P4、P5】 

 

○スクールカウンセラー配置事業 

○特別支援教育支援員配置事業 

○スクールソーシャルワーカー活用事業 

【資料 P6、P7】 

 

○地域教育振興支援事業 

 ・未来を切り拓く、たくましい人材育

成事業 

・夢・志を育む支援事業 

・不登校児童生徒支援事業 

【資料 P8】 

 

○家庭・教育・福祉連携推進事業 

 ◇特別支援教育地域連携マネージャ

ーの配置 

【資料 P10】 

 

○校務支援員活用事業 

 ◇支援員配置（小学校 4校） 

【資料 P11】 
 

○中学校組織力向上のための実践研究事業 

○実践研究協働校事業 

○小学校教科担任制実践研究事業 

○小学校英語専科教員配置事業 

○情報教育推進リーダー養成事業 

○校内サポート事業 

○小学校指導力向上事業    

○授業づくり講座    等 

Ａ 
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３ 

管
理
・
執
行
を
教
育
長
に
委
任
す
る
事
務 

(1) 
学校教育に関 

すること 
⑤ 

豊かな心を育む 

教育の推進 

○夢・志を育む学級運営のための実践研

究事業              

○山の学習支援事業 

Ａ 

(2) 
生涯学習に 

関すること 
① 

生涯学習の推進 

 

【資料 P2】 

【資料 P17・20・21】 

○社会教育委員会の開催及び研修会へ

の参加 

 

○公民館活動の支援 

◇活動指導委員会、公民館館長主事

会、公民館連絡協議会等の開催、交

歓卓球大会、交歓ピッタリ駅伝大会

（中止）。郡市社会教育連絡協議会

等の研修会等の開催。地域に根ざし

た自主事業の推進、社会教育諸学

級・公民館講座の開設 

 

○公民館及び集会所の整備・改修 

 ◇土居公民館遊具設置工事 

 ◇非常用照明取替工事(5 公民館) 

 ◇穴内公民館庇防水工事 ほか 

 

○市民会館施設利用状況 

 ◇年間 790 回 ／ 延べ 13,934 人 

 （R3 706 回 ・ 延べ 10,642 人） 

 

○生涯学習講座（夏季大中止の振替） 

 12/3 講師：伊沢拓司 入場者 374 名 

 

○成人式の開催 

◇R5 年 1月 3 日開催 

 新成人参加者 110 名／対象 141 名 

Ｂ 
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３ 

管
理
・
執
行
を
教
育
長
に
委
任
す
る
事
務 

(2) 
生涯学習に 

関すること 

① 

生涯学習の推進 

 

【資料 P18】 

○放課後児童対策 

◇安芸学童保育所 

在籍児童数平均 39 名 

開所日数 289 日 

◇川北学童保育所 

在籍児童数平均 14 名 

開所日数 252 日 

 ◇土居学童保育所 

在籍児童数平均 18 名 

開所日数 255 日 

◇土居第 2学童保育所 

在籍児童数平均 24 名 

開所日数 255 日 

◇井ノ口学童保育所 

在籍児童数平均 33 名 

開所日数 255 日 

Ｂ 

② 
体育・スポーツの推進 

【資料 P25～P27】 

○スポーツ振興 

◇安芸市体育会・スポーツ推進委員

会・スポーツ振興審議会等の開催 

◇第 8回全日本大学女子硬式野球選手

権高知大会の開催 

8 団体（R3：8 団体） 

◇安芸ﾀｰﾄﾙﾏﾗｿﾝ特別大会の開催 

◇栃煌山関郷土後援会の支援 

(理事会、帰郷時の各施設訪問調整) 

◇新年行事の開催 

走ろう会 81 名 

寒中水泳大会 18名 

◇体育会主催大会の開催支援 

  3 大会（R3：１大会） 

108 名参加（R3：32 名） 

◇市体育祭の開催支援 

3 種目（R3：5 種目） 

141 名参加（R3：258 名） 

Ｂ 
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３ 

管
理
・
執
行
を
教
育
長
に
委
任
す
る
事
務 

(2) 
生涯学習に 

関すること 

② 

 

 

 

 

体育・スポーツの推進 

【資料 P25～P27】 

 

 

 

 

 

◇市主催大会及び関係行事の開催支援 

   11 行事（R3：8行事） 

2,799 名参加（R3：1,277 名） 

◇総合型地域スポーツクラブ運営に 

対する支援 

 

○施設整備 

◇市営球場ライト側進入路整備工事 

◇市営球場ライト側施設新築工事 

 (多目的・男女トイレ、倉庫、管理

室、救護室) 

 

○阪神タイガースキャンプ受入れ及び

支援（11/2～21） 

秋季 16,040 人（R3：中止） 

 

○スポーツ合宿支援事業 

延宿泊数 3,741 人（R3：2,192 人） 

新規団体１（福山大学硬式野球部） 

継続団体 11 

スポーツ合宿支援事業費補助金の 

拡充 

 

Ｂ 

③ 

芸術文化の推進 

 

【資料 P17】 

 

○美術展覧会 

◇一般の部：洋画、日本画、写真 

書道、工芸彫塑 

合計 170 点出品 

（R3 182 点） 

入場者 677 名（R3 583 名） 

◇小中の部：図画、硬筆、毛筆 

合計 2,873 点出品 

（R3 2,502 点） 

入場者 1,801 名（R3 1,807 名） 

 

○文化協会の育成、支援 

◇総会、郡市文化協会、県文化協会 

総会、研修会への参加 

◇市民音楽祭、芸能祭、童謡の里あき

芸術展の開催 

◇自主事業 

 ※新型コロナウィルス感染防止の

ため開催せず 

 

Ｂ 
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３ 

管
理
・
執
行
を
教
育
長
に
委
任
す
る
事
務 

(2) 
生涯学習に 

関すること 
④ 

人権教育の推進 

 

【資料 P2、P22、P23】 

 

○安芸市人権教育研究協議会の運営 

（総会、研究大会（中止）、理事会の開

催、会員数の拡大） 

○部落差別をなくする運動記念講演会、

四国地区人権教育研究大会（中止：報

告集作成）、四国地区人権教育夏期講

座、高知県人権教育研究大会への参加 

○地区別懇談会 68 名（R3 40 名） 

 テーマ：インターネットによる 

人権侵害 

 

○隣保館運営支援事業 

 特別事業 

◇デイサービス事業 

年間 245 回・利用者延べ 1,505 人 

 ◇地域交流促進事業 

年間 83 回・利用者延べ 1,086 人 

 基本事業 

◇福祉・生活相談・教育相談他 

 ◇館だより等の発行 年間 12 回 

 ◇地域の人口・世帯等調査 随時 

 ◇市税等の収納受入 年間 160 件 

 ◇交流イベントの開催 

   運動会（中止）、納涼祭（中止）、

秋祭りこども神輿 11/12 37

人、三世代餅つき 12/10 28 人、

人権フルマラソン（中止） 

   地域交流バザー2/5 100 人 

   防災訓練（段ボールベッド組み立

て訓練・間仕切り組み立て訓練・

南海トラフ地震対策啓発ドラマ

ＤＶＤ視聴・炊き出し訓練）1/15 

32 人 

 

 市民館施設利用状況 

   年間 36 回 延べ 486 人 

   集団検診 年間 1回 80 人 

Ｂ 
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３ 

管
理
・
執
行
を
教
育
長
に
委
任
す
る
事
務 

(3) 書道美術館 

① 

書道文化の育成 

と推進 

 

【資料 P20】 

 

 

○書道作品の収集及び保存 

寄贈作品 33 点（R3 18 点） 

寄贈書籍 36 冊（R3 15 冊） 

○書道振興協議会の支援 

○第 40 回記念安芸全国書展 

入館者 1,445 名（R3 1,125 名） 

○第 19 回安芸全国書展高校生大会 

入館者 269 名（R3 173 名） 

○開館 40 周年記念安芸全国書展～歴代

最高賞受賞作品展～ 

  作品数  78 点 

  入館者 467 名 

○童謡の書展開催 

  作品数 41 点（R3 30 点） 

入館者 341 名（R3 268 名） 

 

Ｂ 

② 

書道美術館の 

利用の推進 

 

【資料 P20】 

 

 

 

○開館日数 312 日 

○総入館者数 3,717 名（R3 2,738 名） 

○幅広い層への書道文化振興と次世代

育成を推進し、「書道の里・あき」を

全国に PRした。 

 

Ｂ 

(4) 歴史民俗資料館 ① 

文化財の保存 

と活用の推進 

 

【資料 P18、P19、 

P20】 

 

 

○文化財保護審議会の開催、全国史跡整

備市町村協議会高知県支部総会及び

研修会、こうちミュージアムネットワ

ークへの参加 

○文化財パトロール実施（伊尾木洞、 

安芸国虎墓、畑山ムカデラン、妙山寺

などの巡視） 

○文化財史跡めぐり実施 

（愛媛県新居浜市 フォレスターハウ

ス、広瀬歴史記念館見学） 

○埋蔵文化財包蔵地にかかる工事等の

対応（立会、試掘、発掘調査） 

 瓜尻遺跡、ジョウマン遺跡、金政遺跡、

安芸城跡、上エヒイ遺跡 

○国の重要伝統的建造物群に選定され

た土居廓中地区内にある伝統的建造

物等の修景事業（補助） 2 物件 

 

Ｂ 
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３ 

管
理
・
執
行
を
教
育
長
に
委
任
す
る
事
務 

(4) 歴史民俗資料館 ② 

資料館の利用 

の推進 

 

【資料 P23】 

○開館日数 303 日 

○総入館者数 3,132 名 

（R3 3,261 名） 

○常設展示 

五藤家コーナーを季節ごとに入れ替

え、四季にあわせた展示を行う。 

◇夏のコレクション展  613 名 

○企画展・特別展 

 ◇企画展「内原野～炎の軌跡～」 

  入館者 792 名 

  ◇学制 150 年企画展「安芸の学び舎」 

  入館者 1,156 名 

 ◇特別展「安芸のおひなさま」 

  入館者 725 名（R3 946 名） 

○資料の閲覧・撮影・掲載許可 37 件 

○資料の貸出 7 件 

○資料の寄贈 1 件 

○レファレンス 7 件 

○五藤家安芸屋敷の利用 6 件 

○ホームページやフェイスブック、市 

の広報などに館内情報を掲載 

Ｂ 

(5) 図書館 ① 

図書館の利用 

の推進 

 

【資料 P22】 

 

○図書館利用促進 

 ◇利用者数 23,213 名（R3 20,541 名） 

○資料の展示 

○リサイクル図書無料配付 雑誌のみ

一般書・児童書は後日管内で会館時間

に配布） 

○お話会等の開催 

◇童っ子（お話し会） 

年間 12 回開催、170 名参加 

（R3 10 回、34 名） 

○図書の団体貸出及び相互賃借 

◇団体貸出  

一 般  66 冊（R3 24 冊） 

児童書 2,240 冊（R3 1,437 冊） 

 ◇相互貸借 借受 999 冊（R3 488 冊） 

              貸出 69 冊（R3 55 冊） 

○新刊図書の紹介（毎月・市広報） 

○図書館だよりの配布 

（3ヵ月毎・小中学校） 

○蔵書検索システム運用 

Ａ 
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(6) 女性の家 ① 

女性の家の利用 

の推進 

 

【資料 P24】 

 

○運営委員会の開催 

○女性の家だよりの発行（年 3回） 

○常掲展の開催 

毎月開催 538 点展示（R3 422 点） 

○安芸市連合婦人会活動の支援 

（総会、定例会、研修会等） 

 

○女性の家主催講座の開催 

◇前期講座 6講座 32回延べ 283 人 

 （R3 5 講座 22 回延べ 191 人） 

◇特別講座 1講座 3回延べ 31 人 

 （R3 1 講座 4回延べ 34 人） 

◇後期講座 4講座 9回延べ 104 人 

 （R3 4 講座 16 回延べ 127 人） 

 

○学習、趣味、健康等のサークル活動の

育成及び支援  

サークル登録数：24 団体 391 名 

（R3 24 団体 424 名） 

 

Ｂ 

(7) 育成センター ① 

育成活動の推進 

 

【資料 P28、P29】 

 

○放課後子ども教室推進事業 

  実施場所：9ヶ所 

  実施内容：宿題、スポーツ、茶道、

折り紙等 

  参加延人数：4,604 名（R3  3,690 名） 

〇子ども会活動の推進・連携 

  スポーツ大会、ファミリー凧上げ大

会、ＪＬバザー（中止）等開催 

〇青少年安芸市民会議活動の推進・連携 

  夏休み親子木工教室開催：親子でラ

ックを作ろう！ 

  清掃ボランティア活動 

  ハッピ―スマイル運動の実施 

  環境浄化活動：白ポスト有害図書回

収） 

 

Ｂ 
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(7) 育成センター ② 

補導活動の充実 

 

【資料 P28】 

 

○補導活動 

  補導委員会等の開催 

夜間パトロールの実施 

特別夜間パトロールの実施 

○防犯活動 

スクールガード・リーダーによる学

校等の巡回。 

スクールガード養成講習会（中止） 

青色回転灯装着車による地区別巡回 

○不審者情報の収集、関係機関への連絡 

〇広報活動 

  広報等での啓発活動 

  コンビニ・量販店への啓発活動 

○地域、学校からの相談、連絡 

Ｂ 

(8) 教育研究所 ① 

教育研究の推進 

 

【資料 P10】 

 

○研究協力校(4校)グループ研究(0 校) 

 ◇研究所だよりで情報発信(年 5回) 

 ◇学校訪問で進捗状況確認 

 ◇研究紀要に成果を収録し、配布 

 ◇「安芸市の教育」作成、配布 

〇社会科副続本についてのアンケート

実施 

○社会科副続本評価問題の配布(４月) 

〇臨時的任用教員（1 回実施）及び新任

教員・臨時的任用教員フィールドワー

ク研修（２回実施） 

○外国語活動(ALT)の年間計画・調整 

○研究所だよりの発行（５回） 

Ｂ 



13 
 

３ 

管
理
・
執
行
を
教
育
長
に
委
任
す
る
事
務 

(8) 教育研究所 ② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不登校児童･生徒 

の支援 

 

【資料 P8、P10】 

○不登校対策事業 

 ◇ふれあい教室の運営 

 ◇市内小中学校訪問の実施 

定例訪問 ９回 

在籍校訪問３回 

 ◇長期欠席（不登校等）実態調査 

を年 4回実施 

 ◇該当児童・生徒・保護者への支援 

 ◇家庭との連携活動 

 ◇各種研修への参加 

 ◇啓発活動（学習会の実施） 

 ◇ふれあい通信の発行（26 回） 

○教育支援センター児童生徒送迎事業 

○野生塾等による不登校児童生徒支援

事業（7回） 

※コロナ感染拡大防止のため全 7回 

中止 

〇アウトリーチ型 SC の派遣 

◇校内研修及び保護者・児童生徒支援 

(2 校に 20 回派遣) 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

※評価ランク内容 

 

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ 

優れた取り組みが多

く、十分成果が上がっ

ている。 

優れた取り組みがな

されており、成果が上が

っている。 

問題なく、取り組み

がなされている。 

取り組んでいるが、

更なる改善が必要であ

る。 

 

 



自己点検・評価に対する意見（学識経験者の知見） 

 

 「令和４年度 安芸市教育委員会自己点検・評価報告書」及び「令和４年度 安

芸市教育委員会自己点検・評価関係資料」について、外部評価委員３名に対し、

教育長及び学校教育課長・生涯学習課長より詳しく説明を受けた。 

 その説明に基づき、以下に「１．教育委員会の活動 ２．教育委員会が管理・

執行する事務 ３．管理・執行を教育長に委任する事務」に渡り、外部評価委員

の総括的な意見を述べる。 

  

 令和４年度も新型コロナウイルス感染症の影響が教育委員会の活動及びその

他の業務の一部に支障を来した。感染拡大防止のため各種研修会や行事等が延

期もしくは中止になったのはやむを得ないことである。 

 しかしながら、制約を受けた状況下でも努力と工夫により、通常に実施された

活動も多くある。内容の質を維持した取組は評価すべきである。 

 次に自己点検であるが、委員会当局の評価は正当な理由によって評定されて

いる。この評定に基づいた検証を生かせば次年度の改善策が質的にも高まるこ

とが十分に期待できる。ひいてはそのことは、市民の要求や要望にも応えられる

ものとなるであろう。 

 各種の事業に対して予算を執行するにあたっては、費用対効果が必須の条件

である。事業効果を高めるためには、評定を基にした改善策を具体的に明示すべ

きである。また、数値化やグラフ化することによって見える化を望みたい。ただ

し、費用対効果が連年表れない場合、当該事業の継続には再考を要する。 

【事業内容】と【事業効果】は密接不可分の関係にあるため、記述に際しては、

特に効果に焦点化した記述を望みたい。抽象的な表現は避けるべきである。 

 全体的に評価すれば、教育委員会の活動としては学校教育・生涯学習分野にお

いて、時代の流れに即応した対応と支援活動や指導に真摯に取り組む姿勢がう

かがわれた。しかも、短期・長期的な視点に立って教育と文化の向上・発展に行

政の責務を果たしていることを評価する。 

 

 以上、教育委員会外部評価委員の意見とする。 

 

 令和５年１２月４日  

                 外部評価委員長  安岡 雄三  

 

                 外部評価委員   栗山 久子  

 

                 外部評価委員   入野 真澄 


